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Ⅰ 金属蛋白質の構造機能解析 

Structural and Functional Studies of Some Metalloproteins 

 

城 宜嗣 

Shiro, Y. 

 

生体内には数多くの金属蛋白質・金属酵素が存在し、酸化還元あるいは酸塩基触媒反応、気体分子の運搬・

貯蔵・センシングなどさまざまな生理機能を関与している。本グループでは、SPring-8を用いて、いくつか

の金属蛋白質・金属酵素の結晶構造を明らかにし、さらに分子分光学、分子生物学、生化学的なデータの解

析とあわせて、これらの構造と機能の関連を議論している。2種類の脱窒菌（Pseudomonas aeruginoaと

Geobatillus stearothemophillus）の一酸化窒素還元酵素（膜結合型蛋白質）の結晶構造解析に成功した。反

応活性中心の詳細な構造、ならびに電子伝達経路とプロトン輸送経路などを明らとし、これら構造と振動分

光実験の結果を基にして一酸化窒素還元の反応機構を議論した。また、この構造を基盤にした分子動力学計

算により、酵素反応に利用される触媒プロトン輸送経路と酵素の動的構造の関係、さらに好気呼吸酵素であ

るチトクロム酸化酵素のプロトンポンプ機能との関連を議論した。加えて、還元型、還元シアンイオン結合

型一酸化窒素還元酵素の構造解析を進めている。 

 

 

Ⅱ 生体内の金属動態の構造生物学的研究 

Structural Biology on Metal Dynamics in Cell  

 

杉本 宏 

Sugimoto, H. 

 

微量金属元素の細胞内への吸収、運搬、その濃度感知などの生体内動態に関わるタンパク質の分子機能と

作動機構を解明するために、これらのタンパク質の立体構造解析をめざしている。具体的には、ヒトの小腸

において鉄を吸収する前に三価から二価に還元する酵素 (Dcytb)、病原菌が感染ホストからヘム鉄を奪取す

る際にヘムを細胞内に取り込むヘムトランスポーター (HT)、取り込んだヘムの濃度を感知してヘムを分解

し鉄を取り出す酵素を発現誘導するヘムセンサータンパク質 (ChrS)を調製して結晶化することに成功した。

HT結晶のX線回折分解能は3.5 Åで、DcytbとChrS結晶の分解能は7 Å程度であり、試料調製方法ならびに結

晶化条件を検討中である。ChrSのシグナル伝達における下流因子であるChrAについては1.9 Åでの構造決定
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に成功した。哺乳類のステロイド代謝系で機能しているシトクロムP450の結晶の調製についても進行中であ

る。さらに、ヒトのトリプトファン代謝の律速酵素である二原子酸素添加酵素インドールアミン2,3ジオキシ

ゲナーゼの変異体の生化学・分光解析により、活性部位を形成するアミノ酸残基の基質認識における役割を

明らかにした。 
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